
希望者は、本募集案内に沿って申請してください。

申請に関するお問い合わせは、教育交流館１階の国際企画課（TEL 0566-

26-2178）までお願いします。

また、同じ教育交流館１階のグローバルコモンズにて、グローバルスチュー

デントアドバイザーによる個別相談（毎週月・火・金）も行っています。トビタ

テ！留学JAPANに参加した先輩もアドバイザーとしていますのでぜひ活用し

てください。



○第14期における応募コース

★

○支援予定人数

※2 上記支援予定人数の内，大学オープンコースの支援は１割程度

400

60

80③世界トップレベル等コース

④多様性人材コース

人文・社会科学

国・地域限定無し

②新興国コース

2021年度官民協働海外留学支援制度～トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム～

大学全国コース
　　（独）日本学生支援機構の第二種奨学金に掲げる家計基準（★）を満たす学生を対象

大学オープンコース
　　（独）日本学生支援機構の第二種奨学金に掲げる家計基準を超える学生を対象

応募コース 応募対象分野 応募対象地域等 支援予定人数(※２）

180
①理系，複合・融合系

人材コース※1
理系分野，複合・融合系 国・地域限定無し

計

世界大学ランキングで上位100位以内に位置する
大学や，同等の教育レベルにある研究機関

■QS World University Rankings 2020
（クアクアレリ・シモンズ社）
■World University Rankings 2020
（タイムズ・ハイヤー・エデュケーション）

　
　　　　分野の限定なし

〈想定される分野（例）〉
スポーツ，芸術，起業，国
際協力等

今後経済成長が見込まれる新興国，地域

〈想定される国・地域（例）〉
東南アジア（ASEAN）諸国，南アジア（SAARC）諸
国，中東諸国，アフリカ諸国，中南米諸国等

※1 理系,複合・融合系人材コースの3割程度を，「未来テクノロジー枠」として採用
    　未来テクノロジー枠…先端テクノロジー領域に関する学修，インターンシップ，実験・実習などの実践活動を支援

80

1



○奨学金の内訳

全国大学コース：日本学生支援機構第二種奨学金に掲げる家計基準を満たす学生対象

支援内容

授業料
（定額）

大学オープンコース：日本学生支援機構第二種奨学金に掲げる家計基準を超える学生対象

支援内容

授業料
（定額）

注意点

①総留学期間が２８日未満の場合は，支援の対象外となります。

②１か月の留学日数が１５日未満になる場合は，当該月の奨学金を支給しません。

支給内容

アジア地域
留学準備金

（定額）
上記以外の地域

支給内容

月額　１６０，０００円北米，シンガポール，欧州（一部地域を除く），中近東

月額　１２０，０００円アジア（シンガポール除く），大洋州，中南米，アフリカ及び上記除外国

３００，０００円

奨学金

１５０，０００円

２５０，０００円

一律

奨学金 全ての地域 月額　６０，０００円

③授業料は学位取得可能な大学・大学院等を留学先期間とし，留学計画に沿った専門分野を学ぶことを目的とし
　た授業の授業料を支援の対象とします。語学の授業料のみの場合は，支援の対象外となります。

留学準備金
（定額）

アジア地域 １５０，０００円

上記以外の地域 ２５０，０００円

３００，０００円一律
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○審査の観点　（募集要項より抜粋）

（１）求める人材

　①将来のグローバルリーダーとして，留学を通じて以下に掲げる素養を身につけようとする人材

　　・世界の人々との交流を通じた経験から学ぼうとする意欲 

　　・社会のために貢献したいという高い志

　　・自らの志を具体化するための思考力と行動力

　　・失敗から試行錯誤しながらも挑戦し続ける強い精神力

　　・様々なことに好奇心，探究心を有し，未知の領域に対しても果敢に挑戦する姿勢

　　・集団活動においてイニシアチブをとり，周囲を巻き込む能力

（２）学修活動・実践活動計画

　①目的・達成目標

　　・明確性

　　・達成目標の適切性

　　・応募コースの適切性

　②内容

　　・目的，目標との整合性，妥当性

　　・成果およびその測定方法の適切性

　③学修活動の発展性

　　・成果を将来社会で活用できるかどうか

　④実現可能性

　　・留学先機関との接触が始まっていることがわかれば加点◎

審査の基本方針…“産業界を中心に社会で求められる人材”
　　　　　　　　　　　 “世界で，または世界を視野入れて活躍できる人材”

　②グローバル企業や国際機関等における活動を始め，世界で活躍したいという意欲を有する人材
     日本において日本の良さ，地域の良さを世界に発信し，日本から世界に貢献しようとする人材
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○今後のスケジュール

時期 内容 学生 大学(国際交流センター)

２月１日（月）１７：００ 大学へ書類にて申請する -

２月３日（水）２３：５９ 大学へオンラインにて申請する -

学内申請締切後
②学内受理および
　 誤字脱字確認

-
国際交流センターにて，
申請書類等のチェックを行
う

２月１０日（水）ごろ ③学内差し戻し -
修正が必要な書類等につ
いて，該当学生宛にオンラ
イン上で差し戻しをする。

２月１７日（水）２３：５９ ④学内再申請締切
差し戻し該当学生は，申請データの
修正及び，オンライン上で再申請する

-

学内再申請締切後
⑤申請データの受
理
および最終確認

-
国際交流センターにて，
申請書類等の最終チェック
を行う

２月２６日（金）まで ⑥第１４期申請 -
国際交流センターから
トビタテ本部に申請する

３月中旬
　　　　～４月中旬

⑦書面審査
  （一次審査）

- -

- -

-
書面審査結果受理後
速やかに学生に周知

５月中旬（東京）
⑨面接審査
  （二次審査）

書面審査（1次審査）合格した学生
は，
面接審査（2次審査）を受ける

-

- -

-
採否結果受理後
速やかに学生に周知

留学開始前
８月（予定）

⑪事前研修実施
第１４期に合格した学生は，
留学開始前に２日間の事前研修を受
ける

-

８月１０日（火）以降
（3月31日までに出発）

⑫留学開始 各留学計画に基づき留学開始 -

○提出するもの

-

⑧書面審査結果
   の通知

-

-

-

書面審査実施

本部から各大学へ
審査結果通知

-

面接審査（二次審査）実施

本部から各大学へ
採否結果通知

-

-

４月下旬

⑩採否結果の通知６月上旬

申
請
前

申
請
後

①学内申請締切

トビタテ本部

-

-

-

-

提出期限は
２月１日(月)

１７：００

提出期限は
２月３日(水)

２３：５９

国際交流センター

ⅰ学内申請用紙（家計状況調査表）

ⅱ収入に関する証明書（以下の内，該当する１種類のみ提出）
　　・給与所得者：源泉徴収表
　　・給与所得者以外：確定申告書の写し，あるいは，申告内容確認表の写し

オンラインシステム上

ⅰ留学計画書

ⅱ自由記述

ⅲ写真データ
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○オンライン申請方法

①

トビタテ公式HP
ここをクリック

②

ここをクリック

※アカウントを作成する際に必要な愛知教育大学の学校コードは「１３９０２０」です。
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第二種奨学金家計基準（家計支持者が給与所得世帯の場合）
（単位：万円）
世帯人数
通学形態 自宅 自宅外 自宅 自宅外 自宅 自宅外 自宅 自宅外
第二種奨学金 1,039 1,086 1,012 1,059 1,096 1,143 1,314 1,408

第二種奨学金家計基準（家計支持者が給与所得以外の世帯の場合）
（単位：万円）
世帯人数
通学形態 自宅 自宅外 自宅 自宅外 自宅 自宅外 自宅 自宅外
第二種奨学金 631 678 604 651 688 735 906 1,000

２人 ３人 ４人 ５人

２人 ３人 ４人 ５人


